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進学先である高校の多くが県立であるため、横浜市の目指す
生徒一人一人に応じた「切れ目のない支援」の充実には、県
の教育委員会との一層の連携が不可欠です。

子どもの目の機能は、６歳前にほとんど完成すると言われて
おり、異常の早期発見と早期治療が重要です。このことから、４歳児を対象として
きた視力検査の対象年齢の引き下げを公明党が要望し、令和元年９月から３歳児へ
と引き下げられました。その効果はどうか。

《教育長答弁》特別な支援が必要な生徒が、進学後の学校生
活をスムーズに送れるよう、県とも連携し、市立高校にお
ける通級指導の有効活用について検討します。

《副市長答弁》3 歳児の視力検査の結果、精密検査が必要と判断された割合はこれ
までの４歳児の時と同程度で、対象年齢の引き下げによって、着実により早期の
治療と療育に結び付けることができていると考えています。

《副市長答弁》瀬戸橋住宅の建替えを令和 6年度に
完了します。その後速やかに六浦住宅の建替えに着
手し、令和 9年度に完了します。その後、瀬ケ崎住
宅を解体します。

金沢区にはフロなしの市営住宅が 3か所あり、近隣の銭湯も減少する中、お住い
の皆さまの高齢化と併せて健康・衛生面で深刻な課
題であると、平成 29年の一般質問でも早期の建て替
えなどの対応を要望し、事業化を決定して頂きまし
た。建替えのスケジュール、見込みはどうか。

市政充実へ全力の論戦！
「横浜市会第２回定例会」一般質問より②
高校における特別支援教育の充実へ

子どもの目を守る対策が大きく前進！

フロなし市営住宅の課題が解消へ

<ご相談・ご連絡先>
公明党金沢支部事務所 :
金沢区富岡西 3-38-1-101
TEL：080- 9804-9782
FAX：045- 345- 4345
 　info@takenouchi-
takeshi .com
http://www.takenou
chi-takeshi.com/

横浜市会議員
たけのうち猛


